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研究成果の概要（和文）：過活動膀胱は加齢に伴い有病率が上昇する。疫学調査においてはうつ

傾向と動脈硬化性疾患との間に有意差を認めた。ラットによる動物実験では、過活動膀胱治療

法のひとつであるニューロモデュレーションでは膀胱を含む骨盤内臓器に対する血流増加作用

を動物実験において証明した。過活動膀胱発生機序として、中枢系の病態と末梢循環との関連

が示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）：The prevalence of overactive bladder increases according to aging. 

In our epidemiological study, the risk factors of overactive bladder were depressive state 

and the disease relevant to arteriosclerosis in the elderly population. In the mice, pelvic 

blood flow promptly increases after electrical stimulation. These results suggest that 

one of the mechanisms of increasing in the overactive bladder by aging was the morbidity 

of central nervous system and the pelvic blood flow. 
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１．研究開始当初の背景 

 高齢者はトイレに頻繁に行くといった行

動がよくみられる。これは国際禁制学会が２

００２年に提唱した過活動膀胱という概念

が高齢者に非常に多いことから見られてい

る現象である。この過活動膀胱は２００３年

の疫学調査によれば４０才以上の人口の１

２％以上の有病率で、加齢に従って増加し、

７０代では２５％、８０代では４０％程度で

見られる（BJU Int. 2005 Dec;96(9):1314-8）。
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この過活動膀胱は原因となる神経疾患を有

する神経因性過活動膀胱と、神経疾患を有し

ない非神経因性過活動膀胱とに分類される

が、非神経因性過活動膀胱が９０％と大多数

を占め、高齢者においてもこの傾向は変わら

ない。 

 この過活動膀胱は突然発生する我慢でき

ない強い尿意（尿意切迫感）が特徴である。

この尿意切迫感によりただちに排尿しなく

てはならなくなり、間に合わない場合には尿

失禁につながる。過活動膀胱は急いでトイレ

に向かわなくてはならないことから転倒に

よる骨折とも密接に関係しており、高齢者に

おいては寝たきりの原因ともなり得る。また、

いつ尿意が発生するかわからない不安から

仕事に差し支えたり、外出を控えるなどの社

会生活にも多大な悪影響を与えている。 

 原因となる疾患を有さず、加齢に従って増

加するメカニズムは多彩な可能性が示唆さ

れているが、必ずしも一定の見解が得られて

いない。これまでの我々の研究においても尿

失禁が身体活動性と密接に関連しているこ

と（Eur Urol. 2007 Sep;52(3): 868-74）、

下部尿路症状が死亡率とも関連しているこ

と（Neurourol Urodyn. 2008;27(7):674-5.）

等、高齢者の全身状態と密接に関連している

ことが明らかとなってきている。しかし、高

齢者に特化した疫学調査はほとんどないこ

とから、高齢者の過活動膀胱の危険因子は明

らかとなっていない。また近年、動物実験の

結果（Neurourol Urodyn. 2008;27(7):703-4）

などから動脈硬化を原因とする膀胱の虚血

が過活動膀胱の原因の一つとして考えられ

てきている。この詳細な解明は新たな治療法

の開発につながる可能性が高い。 

 
 

２．研究の目的 

今回の研究では過活動膀胱の要因として、疫

学研究から高齢者の過活動膀胱に関する危

険因子を調査することにより加齢による有

病率の増加の原因を検索するとともに、膀胱

血流に焦点を当て、血流を増加させる手法を

開発するべく動物実験を行うことを目的と

した。 

 
 
３．研究の方法 
(1) 疫学調査の結果からみた過活動膀胱の
危険因子調査 
 加齢に伴う過活動膀胱発生のメカニズム
解明の一つの方法として高齢者に対する疫
学調査を行い過活動膀胱の危険因子につい
て調査を行った。 

対象者 
宮城県仙台市宮城野鶴ヶ谷地区に居住する
７０歳以上（２００４年４月１日の時点）の
男女２９２５名（男性１２１１名、女性１７
１４名）を対象に、高齢者綜合機能評価「寝
たきり予防検診」への参加を呼び掛けた。同
地区の 70歳以上の住民に案内状を郵送した
ところ 2003 年 7月に実施した「寝たきり予
防健診」には９４８名（男性４３１名、女性
５１７名）が参加した。居住住民に対する参
加率は 32.8％（男性 35.8％、女性 30.6％）
であった。 
 

基本的調査項目 
 参加者は地域のコミュニティセンターに
集まり、身長・体重、血液検査、運動機能検
査、歯科健診や 1対 1の面接による直接問診
形式で聞き取り調査を行った。また、参加者
は、普段服用している全ての内服薬を健診会
場に持参し、1 名の薬剤師が服薬内容につい
ても調査した。 

泌尿器科的調査項目 
 泌尿器科症状については、国際前立腺症状
スコアに基づき質問票の項目と昼間排尿回
数、夜間排尿回数について全対象者に対し聞
き取りを行った。聞き取りは、泌尿器科医 1
名と看護師 2名が聞き取り内容・方法につい
て事前に十分検討・準備した上で行った。  
  

過活動膀胱の診断と危険因子の調査 
 本研究で用いた背景因子に関する調査項
目は、年齢、性別 、うつ状態、飲酒状況、
喫煙状況、疾患既往歴である。 
 うつ状態の評価は高齢者うつ病評価尺度
（Geriatric Depression Scale; GDS）を使
用した。 飲酒に関しては、「現在飲酒して
いる」、「以前飲酒していたが今はやめてい
る」、「若いころから飲酒しない」の 3通りの
どれに当てはまるかを質問した。喫煙に関し
ても同様に「吸っている」、「以前は吸ってい
たが、今はやめている」、「若いころから吸わ
ない」のどれかを尋ねた。BMI は、計測した
身長・体重から計算した。また、疾患既往歴
に関しては、脳卒中、高血圧、虚血性心疾患、
糖尿病、悪性疾患、腎疾患の既往の有無を調
査した。過活動膀胱の診断は尿意切迫感を有
し、頻尿あるいは夜間頻尿を有するものと過
活動膀胱と診断した。過活動膀胱の危険因子
の解析はχ二乗検定にて行い、多変量解析に
ついてはロジスティック解析を行った。統計
ソフトは SAS ソフトウエア®（バージョン９.
１）を使用し、各検定、解析は両側検定で、
ｐ値 0.05未満を統計的に有意とした。 
 
 
(2) 動物実験 
 SDラット（３００〜３５０ｇ）にペントバ



 

 

ルビタールの腹腔内投与を行い、十分な麻酔
深度であることを確認の後、気管切開し小動
物用人工呼吸器を使用して純酸素で調節呼
吸を行う。左内頚動脈と右内径静脈にカテー
テルを留置し、動脈圧モニターと薬液注入に
使用する。イソフルレン吸入麻酔下に麻酔を
維持し、電気刺激を行う際に臭化ベクロニウ
ムを 0.5〜1.0mg/hourで持続静脈内投与を行
い下記の実験を行う予定である。 
 ラット尿管を腎下端の高さで切断し、膀胱
内への尿の流入を遮断する。ラットを仰臥位
として膀胱表面からレーザー血流計を使用
して膀胱血流を連続的に測定する。これらの
データは D-Cコンバーターを介してコンピュ
ーター内に連続信号としてデジタル化して
取り込み解析を行う。仙骨部の皮下電極によ
る電気刺激をおこない、膀胱血流と膀胱内圧
を同時測定する。治療的電気刺激は仙骨部の
皮下に電極を留置し、２０Hz での刺激を行う。  
 
４．研究成果 
(1) 疫学調査の結果からみた過活動膀胱の
有病率と危険因子 
 
 
 今回の調査対象である 70 歳以上の高齢者
における過活動膀胱の有病率は 18.4%であっ
た。 

 
高齢者における過活動膀胱の危険因子は高
齢者におけるうつ状態の指標である GDSの高
知と動脈硬化性疾患とが関連していた。 

 
(2)動物実験 
 SDラット１０匹による検討では仙骨部の
電気刺激により骨盤内臓器（膀胱表面・前立
腺・尿道）の血流が増加した（図１）。 
 
血
流 
 
刺
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 血流の増加量は電気刺激の電流と強度依
存的に増加していた。（図２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：電気刺激強度と血流増加 
 
以上の結果からニューロバイオニクスは骨
盤内の血流増加作用が存在することが明ら
かとなった。 
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